



Effects of Long-Term Erythropoiesis-Stimulating Agents on Iron 



















用型 ESA 使用患者（9 名）、高用量の ESA 使用患者（5 名）、高度貧血を合
併した患者（1名）、血液検査が行われなかった患者（4名）を除外し、72
名（DA 群:n=47、CERA 群:n=25）を対象とした。DAおよび CERA 投与前（開
始時）と、投与後 2〜3、4〜5、7、14日目の造血、鉄代謝マーカーの挙動
を検討した。DA の平均投与量は 21μg、CERA の平均投与量は 67μg であ
った。DA は開始時と 7 日目、CERA は開始時に投与した。両群の ESA 投与
後 2週間のヘモグロビン値は 10,0〜11,0g/dlに維持された。DA群では網









おける鉄代謝と鉄の汲み出しを調節するヘプシジン 25 は、ESA の投与に
より両群ともに抑制されたが、その効果は CERA で強く認められた。長時





【結語】本研究では、長時間作動型 ESA、DA と CERA の造血・鉄代謝に対
する作用を検討した。両薬剤ともに安定した造血効果を示したが、鉄代謝
に対する作用に差異がある可能性が示唆された。 
